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*

我
国
勤
労
者
世
帯
に

お

け
る

富
の

分
配
の

研
究

7ββ

富

樫

光

隆

我
国
に

お
い

て
､

土

地
･

住
宅
等
の

実
物
資
産
を

主
と

丸
和
冨
の

分
配

の

不
平
等
感
を

訴
え
る

声
が

高
ま
っ

て

い

る
が
､

富
が

果
た

し

て

ど
の

様

に

分
配
さ

れ

て

い

る
か

は

明
き

ら

か
に

さ

れ
て

い

な

い
｡

こ

れ

は

富
に

関
す
る

公
式
統
計
が

不

足
し
て

い

る

こ

と

に

因
を

な

し
て

お

り
､

住
宅
に

関
す
る

｢

住
宅
セ

ン

サ
ス

+
､

金
融
資
産
に

関

す
る

｢

貯

蓄
動
向
調
査
+

の

様
な

個
別

資
産
に

関
す
る

デ

ー

タ

ほ

得
ら

れ
る

も

の

の
､

実
物
資
雇
と

金
融
資
産
を

包
括
す
る

公
式
統
計
デ
ー

タ
ほ

得
ら
れ

な

い

の

が

現
状
で

あ

る
｡

包
括
デ
ー

タ
に

近
い

も
の

と

し

て

｢

国
勢
調
査
+

が

あ

る

が
､

こ

れ

も

土

地

を

調
査
し

て

お

ら

ず
､

包
括
デ
ー

タ

と

し
て

使
用
で

き

な
い
｡

｡

の

デ
ー

タ

ネ
ッ

ク

を

回

避
J
び

方
法

と

し

て
､

｢

投
資
収
益
ア

ブ

｡

-

チ
+

や

｢

相
続
遺
産
ア

プ
ロ

ー

チ
+

と
い

っ

た
､

何
ら

か
の

仮
定
の

も

と

に

間
接
的
デ
ー

タ
を

使
用
す
る

方
法
と
､

私
的
機
関
に

よ

る

標

本
調
査

を

用
い

る

方
法
と

が

あ

る

が
､

本
研
究
は

後
者
に

よ
っ

た
｡

東
京
大
学
･

富
永
社
会
学
研
究
室
が
52

年
9

月
に

行
な
っ

た

標
本
調
査
で

あ
る

｢

郵
便

模 本 回 収 率

小都市- B 郡 部 合 計 ブ ロ ッ ク別回収率

58 / 90 1 4 9 / 21 0

4 6 6 / 7 3 5 6 3 . 4 %

7 4 8 / 1 1 4 0 6 5 . 6 %

2 5 / 30 4 9 / 7 5 1 4 1 / 2 1 0 6 7 .1 %

2 5 / 30 1 0 3 / 1 3 5 5 0 0 / 6 4 5 7 7 . 5 %

1 3 / 1 5 3 3 / 4 5 1 0 2 / 1 3 5 7 5 . 6 %

3 5 / 4 5 7 7 / 1 2 0 6 56 / 1 0 3 5 6 3 . 4 %

3 2 / 4 5 8 4 / 1 2 0 2 7 5 / 4 0 5 - 6 7 . 9 %

1 9 / 30 5 1 / 9 0 1 34 / 2 2 5 ､ 5 9 . 6 %

5 0 / 7 5 1 6 4 / 2 2 5 4 81 / 6 7 5 7 1 . 3 %

5 0 / 7 5 1 0 6 / 1 6 5 3 08 / 4 50 鎚 .4 %

2 1 / 3 0 5 1 / 9 0 ‾ 20 3 / 3 0 0 ‾67 . 7 %

6 / 1 5 2 6 / 4 5 5 7 .8 %

3 2 8 / 46 5 さ73 / 1 2 9 0 4 0 40 / 6 0 00 6 7 . 3 %

7 0 .5 % 6 7 .7 % 6 7 . 3 %
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1

触
l

～

て
.

.

軌

サ

り

( 1 15) 研一究 ノ 丁 ト

貯
金
を

中
心

と

し

た

貯
蓄
行
動
及
び

貯
蓄
意
識
の

全
国
調
査
+

の

資
産
関

連
部
分
の

デ
ー

タ

を

借
用
す
る

機
会
に

恵
ま

れ

た

た
め

で

あ

る
｡

同
調
査
に

お

い

て

ほ
､

土

地
･

住
宅
の

評
価
額
に

つ

い

て
､

保
有
世
帯

に

そ
の

評
価
額
を

イ
ン

タ
ヴ
ュ

ー

し

て

調
査
す
る

方
式
を

と
っ

て

お

り
､

何
ら

か

の

バ

イ

ア

ス

を

持
っ

て

い

る

可

能
性
が

あ
る

た

め
､

標
本
抽
出
誤

差
､

非
回

答
率
誤
差
の

チ

ェ

ッ

ク

と

も

ど

も

十
分
な
チ
ェ

ッ

ク

を

行
な
っ

た
｡

そ
の

方
法
と

結
果
は

第
一

革
､

第
二

革
に

示
し
た
｡

さ

ら

に
､

同
調
査
に

お

い

て

ほ
､

土

地
･

住
宅
以

外
の

実
物
資
産
､

例

え

ば
､

農
地
･

山
林

･

事
業
用
土
地

建
物
の

評
価
額
に

つ

い

て

は

イ
ン

タ

ヴ
ュ

ー

し
て

い

な
い

た

め
､

そ

れ

ら
の

保
有
比

率
が

高
く
､

捻
資
産
に

占

め

る

ウ
ェ

イ

ト

も

高
い

と

考
え

ら

れ

る

兵
家
世
帯
､

一

般
世
帯
に

つ

い

て

は

分
析
を

行
な

わ

ず
､

勤
労
者
世
帯
に

つ

い

て

の

み

詳
細
な

分
析
を

行
な

っ

た
｡

そ
れ

ら
の

結
果
は

第
三

革
､

第
四

革
に

示

し
た
｡

*

本

論
文
ほ

昭

和
5 3

年
虔
理

論
計

量
経

済

学

会

報
告

諭
文
｢

姶
資
産

分

布
の

実

態
+

を

加

筆
修
正

し
た

も
の

で

あ
る
｡

論
文
執

筆
の

際
､

有
益

な
コ

メ

ン

ト

を

下

さ

っ

た

塩

野
谷

教
授
､

溝
口

教

授
､

デ
ー

タ

テ
ー

プ

を

借
用
さ

せ

て

下

さ

っ

た

富
永
教

授
(

東
京
大
)

､

計

算
作

業

■の
…過
程
で

ア

ド
バ

イ

ス

し
て

下
さ

っ

た
一

橋
大

電
算
横
室
の

方
々

に

感

謝
の

意
を

表

す
る
｡

な

お

計

算
に

は
､

一

橋
大

産
業
轟
営
研
究

施

設
の

句
A
C
O

呂

N

い

○

-
N

空
い

山

を

使
用
し

た
｡

(

1
)

｢

官
+

を

物
的

な

も
の

に

限
っ

て

も
､

そ

の

構
成

要
素

を

統

計

的
に

網
羅
す
る

こ

と

ほ

不

可

能
に

近
い

｡

本

研

究
に

お

い

て

用
い

た

調

査
で

も

金

融
資
産
･

実
物
資
産
の

す
ぺ

て

は

調

査
し

て

い

な
い

｡

そ
こ

で
､

一

般
論
と

し

て

｢

嘗
+

■
を

愚

論
す
る

湯
合
に

は

｢

富
+

を
､

l
一l表

規 模 東 京 都 区 9 大 都 市 中 都 市 小都市- A

東 京 361 / 57 0

1 3 4 / 21 0

8 8 / 1 2 0

2 0 4 / 3 3 0

8 4 / 1 2 0

5 0 / 7 5

5 2 / 7 5 5 3 / 9 0

関 東 238 / 3 9 0 1 6 9 / 2 4 0

借 地
､

34 / 6 0 3 3 / 4 5

東 海 14 6 / 1 8 0 1 3 8 / 1 8 0

北 陸 42 / 6 0 14 / 1 5

近 畿 238 / 3 7 5 1 02 / 1 6 5

中 国 95 / 1 5 0 64 / 9 0

四 国 45 / 7 5 19 / 3 0

九 州 106 / 1 5 0 7 7 / 1 0 5

東､ 北 105 / 1 5 0 4 7 / 60

北 海 道 45 / 6 0 36 / 4 5

沖 縄 12 / 1 5 8 / 1 5

全･ 国 361 / 57 0 5 6 0 / 8 5 5 11 5 8 / 1 7 4 0 76 0 / 1 08 0

親模別 回収率 63 . 3 % 6 5 . 5 % 6 6 . 6 % 7 0 . 4 %

7β7



一 棟論叢 第八 十 一 巻 第六 号 ( 1 1 6)

調

査
の

分

席
捲
果
を

議
論
す
る
■
場
合
に

は
･
｢

捻

資
産
+

と

し

た
｡

(

2
)

こ

れ

ら

の

ア

プ

ロ

ー

チ

に

つ

い

て

は
､

A
t

好

ぎ

写
ロ
.

A
一

世

p

ロ
d

出
p

邑
岩
n
､

A
-

】

､

.

ロ
訂
t

ユ
b

已
5

.

ロ

已

勺

寛
容
臼

巴

弓
e

巴
t

F

i

ロ

田
ユ
t

巴
ロ
こ

C
p

m
b

ユ

身
の

q
已
く
.

吋
1

認
印

を

参
博
さ

れ

た
い
｡

第
一

車

使
用
デ
ー

タ
の

説
明
と
バ

イ

ア

ス

チ
ェ

ッ

ク

使
用
デ
ー

タ

は

前
述
の

｢

郵
便
貯
金
を

中
心
と

し

た

貯
蓄
行
動
及
び

貯

苛
意
識
の

全
国
調
査
+

で

あ

る
｡

同
調
査
の

調
査
対

象
ほ

単
身
僚
帯
を

含

潤

む

全
世
帯
で

あ

ケ
､

模
本
抽
出
は

層
化
二

段
無
作
為
抽
出
法
に

よ

り
､

一

地

点
十
五

サ

ン

プ
ル

､

四

百
地

点
で

六

千
サ
ン

プ

ル

を

抽
出
し
て

い

る
｡

回

収
標
本
数
は

四

千

四

十
で

回

収
率
は

六

七

二
二

%

と

な
っ

て

い

る
｡

調
査

項
目
ほ
､

金

融
資

産
に

つ

い

て
､

郵
便
局
･

銀
行
そ
の

他
機
関
の

普
通
･

定
期
預
金
､

信
託
･

債
券
･

株
式
の

保
有
額
､

お

よ

び

借
入

金
､

土

地
に

つ

い

て
､

保
有
面

績
･

自
己
評
価
額
､

住
宅
に

つ

い

て
､

住
宅
の

種

職業構成 ( 中区分)

頻 度 比 率 修正 此 率 就調頻度 就調比 率

459

( % ) ( % ) ( 千人) ( % )

1 2 . 0 1 2
. 3 3 6 9 5 8 . 5

5 37 1 4 . 4 1 4 .4 2 0 1 5 4 . 3

4 87 1 2 .7 1 3 .1 8 2 7 5 17 . 8

57 6 1 5 .1 1 5 . 5 6 0 5 3 1 3
. 0

33 3 8 .7 8 .9 4 7 6 2 1 0 . 2

1 2 0 . 3 0 .3 6 8 0 . 2

23 8 6 .2 6 .4 2 4 2 2 5 . 2

78¢ 20 .4 2 0 .9 1 3 8 3 8 2 9 . 7

71 1 .9 1
.
9 5 6 7 1

.
2

1 2 7 3
.3 3 .

4 31 81 6
. 8

1 0 5 2 .7 2 .8 1 3 9 4 3 . 8

96 2 . 5

3 8 21 1 0 0 . 0 10 0 .0 4 6 2 7 0 10 0 . 0

窺
(

住
居
専
用
､

店
舗

併
用
そ
の

他
)
､

構
造

(

木
造
､

鉄
筋
､

軽
量
鉄
骨
､

そ
の

他
)

増

改
築
の

有
無
､

建
築
年
数
､

広
さ
､

自
己

評

価
額
と

な
っ

て

い

る
｡

実
物
資
産
関
係
で

ほ

他
に
､

農
地
､

山
林
､

別
荘
･

貸
家
､

事
業

用
土
地

建
物
の

保
有
の

有
無
も

調
査
さ

れ

て

い

る
｡

し

か

し
､

金
融
資
産
で
､

生

命
保
険
･

年
金
の

保
有
額
が

調
査
さ

れ

て

い

な
い

た

め
､

生

保
･

年
金
の

ウ
ェ

イ
ト

が

大
き
い

低
金
融

資
産
階
層
の

金
融
資
産
に

つ

い

て

は
バ

イ

ア

ス

を

持
つ

可
能
性
が

あ

る
｡

こ

の

デ
ー

タ

を

使
用
し

て

実
際
の

分
析
に

入
い

る

前
に
バ

イ
ア

ス

チ

ェ

ッ

タ

を

行
な

う

必

要
が

あ

る
た

め
､

先
ず
回

収
率
の

差
に

よ

る
バ

イ

ア

ス

の

チ

ェ

ア

タ
､

つ

い

で

各
資
産

項
目
に

つ

い

て

の

回

答
率
の

差
に

よ
る
バ

イ

ア

ス

の

チ
ェ

ア

ク

を

行
な
っ

た
｡
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表 1
-

2 回 収 サ ン プ ル の

( 1 1 7). 研 究
ノ ふ■ト

専門 的 ,
技 術 的職 業 従 事者

_
… ･ ･ ･ 科学 研究 者 ,

技術 者
,
医師 , 薬剤師 ,

裁 判 官
,
弁

護 士
,
会 計士

,
教 師 , 芸 術家 , 宗 教 家 な ど

管 理 的 職 業 従 事 者
= … ･

会 社 役 員 ,
課 長 以上 の会 社 員

,
駅長

,
局長 , 学校

長 , 管理 的公 務 員な ど

事 _務 従 事 者 … …
一 般事務 員, 会計 事務 員, 運 輸 事務 員, 集 金作 業

者 ,
タ イ ピ ス トな ど

販 売 従 事 者 … … 小 売店 主
,
卸売店 主 , 飲食 店主 ,

販 売店 員
,
外交

員な ど

貴 林 ･ 漁 業 従 事 者 … … 農作筆者 ,
育林作業者

,
漁 業作業 者 , 漁 船 乗組 員

な ど

採 鉱 ･ 採 石 従 事 者
… … 採鉱作業者 ,

採 炭作業者
,
石切 出作業者 な ど

運 輸
･ 通 信 従 業 者

… = ･

鉄 道 , 自働 車 等 の 運 転手 , 車掌 ,
客船 ･ 貨物 船 乗

組 員, 無 線 通 信 士 ,
電話交換手 な ど

生 産 工 程 従 事 者 …
…

金 属 工 業 , 機 械 工 業 ,
せ ん い エ 業 な どの 生産 工 程

従 事 者 , 織 物 製品 , 竹 製品 , プ ラ ス チ ッ ク製品 ,

紙 製 品 な どの 製 造 者
,
建 設作 業者 , 倉庫 作 業者 ,

運 搬 作 業 者 , 配達作 業 者 な ど

保 安 職 業 従 事 者 … …

自衛官 , 警察官 ,
消防士

,
守衛 な ど

サ ー ビ ス 職 業 従 事 者 ‥ ‥ ‥ 理 容師 , 美容師 ,
バ ー テ ン ダ ー

,
下 宿 ･ ア パ

ー ト

の 管】聖人 , 寮母 な ど

そ の 他 ･ ･ … ･

無 回 答
… …

合 計 … ･ ‥

( 注) 修 正比 率 は 合 計 か ら無 回答 を引 い て 比 率 を計算 しな お した も の で あ る ｡

都
市
規
模
別
､

ブ
ロ

ブ

タ

別
回

収
率
を

表

1

-
1

に

示

し
た

が
､

こ

の

カ

テ
ゴ

リ

ー

で

の

回

収
率
の

差
は

小
さ

く
､

標
本
誤
差
も

小

さ

い

と

見
ら

れ

る
｡

我
々

が

分
析
に

用
い

よ

う
と

す
る

職
業
別
､

年
齢
別
カ

テ
ゴ

リ
ー

で

の

回

収
率
に

関
し

て

は
､

調
査
機
関
が

デ
ー

タ

を

公
表
し

て

い

な
い

た

め

標
本
誤
差
を

チ

ェ

ア

ク

す
る

こ

と

が

出
来
な
い
｡

あ

る

程
度

の

標
本
誤
差
を

考
慮
し

て

分
析
を

進
め
て

ゆ

く
こ

と
に

す
る
｡

次
に
､

抽
出
･

回

収
サ
ン

プ

ル

の

就
業
構

造
と

実
際
の

就
業
構
造
の

比
較
の

た

め
､

職

業
カ

テ
ゴ

リ

ー

で

の

就
業
構
造
を

昭

和
5 2

年

の

｢

就
業
構
造
基
本
調
査
+

で

調
べ

､

両
者

の

就
業
構
造
を

義
一

-
二

に

示
し

た
｡

こ

れ

を

見
る

と

管
理

的
職
業
世
帯
の

此

率
の

轟
離

度
が

大
き
い

こ

と
が

分
か

る
｡

し

か

し

第
四

′

革
で

詳
細
な

分
析
を

行

な

う

勤

労

者

せ

帯

(

中
区
分
の
一

般
従

業
者
世
帯
)

の

奉
離
皮

は

小

さ
い

た

め

問
題
は

な
い

と

言
え

よ

う
｡

最
後
に

必

要
と

な

る

チ
ェ

ッ

ク

ほ

調
査
項

目
の

非
回

答
率
較
差
に

よ

る

誤
差
の

チ

ェ

ッ

ク

で

あ
る
｡

そ
こ

で

調
査
項
目
の

う
ち

銀
行

O
V

定
期
預
金
､

郵
便
局
定
額
貯
金
､

株
式
､

土

押

,

恥
1

1

h
.

+

｢
･

汚
.
▲
可

斗

】

､ .

叫



一 橋論叢 第八 十 一 巻 第六 号 ( 1 1 8)

蓑 1 - 3 職 業 別 非 回 答 率

住宅評価額 耽美別 サ ン プ
(7) ル 政 (8 )

糾91 (5 1 . 7 % )

5 4 2 (1 3 . 4 % )

4 47(1 1 . 1 % )

2 0 9 (5 , 2 % )

9 2 ( 2 . 3 % )

1 9 6 (5 . 0 % )

1 9 (0 . 5 % )

保有 ･

非保有
別 サ ン プ ル 数

4 6 3

(1 8 . 6 % )

1 7 7

(3 2 . 7 % )

1 2 6

(2 8 . 2 % )

5 3

(25 . 4 % )

39

(4 2 . 4 % )

5 3

(2 9 . 0 % )

1

(5 . 3 % )

( 7)

珊
㈹

品

品

品
4｡

器
31

㈹
1

㈹

糊

ゑ

変
哲
㈹

慧

土

(

(

(

(

(

(

土地面積
( 4)

1 9 2

( 7 . 7 % )

7 3

(1 3 . 5 % )

5 5

(1 2 . 3 % )

2 7

(1 2 . 9 % )

1 8

(1 9 . 6 % )

2 8

(1 4 . 0 % )

1

(5 . 3 % )

…
仰

惣
㈹

哲
㈹

5

㈹

3

㈹

｡

㈹

郵便局定額
(2 )

2 1 8

(8 . 3 % )

5 5

(1 0 . 1 % )

5 0

(1 1 . 2 % )

2 3

(1 1 . 0 % )

1 4

(1 5 . 2 % )

2 1

(1 0 . 5 % )

0

銀行定期
(1 )

2き賂

(1 1 . 5 % )

5 7

(1 0 . 5 % )

7 3

(1(; . 3 % )

36

(1 7 . 2 % )

1 5

(1 6 . 3 % )

1 5

(7 . 5 % )

0

(0 . 0 % ) ( 0 . 0 % )

壷:聖l
一

般従業
者

個 人 業
自 由 業

自営業主

経営者 ,
会 社 , 田
体役 員
家族 従業
者

無 耽

学 生

(注) 各調査項目 の歎 斡ま非回答 サ ン プ ル の 度数を
, ( ) 内の 数字は非回答率 を示す .

職業別サ ン プ ル 数欄 の ( ) 内 の 数字は職 業構 成比 率を示 す.

表 1 - 4 土 地 ･ 住宅保有 ･ 非保有世 帯別 非 回 答率

(｡ .品) 1 朗 1 (5 4 ･ 0 % )

(2よ筑) 25 9 8(5 6 ･ 0 % )

(よ‰) 1 釦2 (4 5 ･ 7 % )

(識 ) 2 1 3 7 (5 4 ･ 3 % )

(5 ) (6)

5 3 0

( 4 . 4 % ) ( 0 . 0 % )

5 5 2 8 4 3

( 21 . 3 % ) (3 2 . 4 % )

0 21 8

(0 . 0 % ) (1 2 . 1 % )

6 05 (;2 5
(2 8 . 3 % ) (2 9 . 2 % )

)

)

)

)

り

洪

梢

指

物

｡

咽

1 2

鴫

(

2 .

2

〇.

〇.

3

4 .

(

l

(

l

の

3 0

梢

鮎

哨

愁
叩

7 7

哨

(

乙

3

1

3

(2 )

1 0 3

(7 . 7 % )

2 7 3

(1 0 . 5 % )

1 5 5

(8 . 6 % )

2 2 1

( 1 0 . 3 % )

)

)

)

)

∽

識

識

品

識

(

l

l

l

各調査項目 の 数字 旺非回答サ ン プ ル の 度数を , ( ) 内の 数 字は非 回答率 を示 ナ.

保

有

保

有

研

鯛

鰍

鵬

㈲

佳
肴

住

士
有

土

保有 ･ 非保有別 サ ン プ′レ数欄の ( ) 内の 数字は 住宅 ･ 土地そ れ ぞれの 保有 ･ 非保有 サ ン プ ル 数比 率を
示す .

地

面
積
､

土

地

自
己
評
価
額
､

住
宅
面

積
､

住
宅
自
己

和▲7

評
価
額
に

関
す
る

非
回

答
率
を

職
業
別
､

土

地
･

住
宅

の

保
有
者
･

非
保
有
者
の

カ

テ
ゴ

リ
ー

で

調
べ

た

結
果

を

義
一

-
三
､

義
一

-
四

に

示
し

た
｡

こ

の

結
果
を
み

る

と
､

職
業
別
で

ほ

土

地

自
己

評
価

額
､

住
宅
自
己
評
価
額
､

土

地
･

住
宅
の

保
有
者
･

非

保
有
者
別
で

ほ
､

実
物

資
産
関
連
の

調
査
項
目
に

つ

い

,

て

非
回

答
率
の

ば

ら
つ

き
が

大
き

い

と

言
え

る
｡

特
に

後
者
に

つ

い

て

は

無
視
で

き

な
い

大
き

さ

と

言
え
る
｡

第
〓

車

使
用
デ
ー

タ
の

修
正

本
革
に

お
い

て

は
､

先

ず
非
回

答
率
較
差
に

よ

る

誤

差
の

修
正

を

行
な
い
､

次
に
､

住
宅
･

土

地
の

自
己

評

価
額
の

バ

イ
ア

ス

修
正

を

行
な

う
｡

第
一

章
の

チ

ェ

ア

タ

の

結
果
明
き

ら
か

に

な
っ

た
､

実
物
資
産
関
連
の

調
査

項
目
に

関
す
る
､

保
有
･

非
保

有
世
帯
間
の

非
回

答
率
較
差

を

修
正

す
る

た

め
､

土

地
･

住
宅
の

保
有
サ
ン

プ

ル

に

回

答
率
の

逆
数
の

ウ
ェ

イ

ト
を
つ

け

た
｡

従
っ

て
､

土
地
･

住
宅
を

保
有
し

て

い

て

実
物
資
産
関
連
の

調
査

項
目
に

回

答
し
て

い

る

サ

ン

プ

ル

は
､

そ
の

調
査

項
目
に

関
し

て

は
一

サ

ン

プ

ル

で

は

な

く
､

-
＼

(

回

嘲
率
)

サ

ン

プ
ル

と

し
て

数
え

ら

れ

る
｡

前
述
の

様
に
､

東
大
骨

甲
水

社
会
学
研
究
室
が

行
な
っ

灼

卜

止

叩

F

巨
l
r

巳

.7
＼
ヒ
′

h
J

.〔
√

【

.■

し
■

ノ

〃

′

サ
ナ

∵
.
1
一

一-
■

.
-

.1

邑
l
一

†

･

き
L

-
■

.1F

く'

･

.廿

.
†

■

鳩

～
′

-

ト

.

す

叫



､

軒

､

･Y
･

一

首
n
H
･

す

烏

50
一

級 計
( 百万 円)

2 7 4

4 1 3

2 83

1 3 5

1 0 3

4 0

5 5

2 2

1 9

1 0

3 0

1 4 3 5

05一54

表 2
-

1 相関 表 ( 土 地)

修 正 自 己 評 価 額

- 2 0 - 2 5
-

30 - 3 5
- 4 0

( 1 19) 研 究 ノ
ー

ト

0 - 5 - 1 0 - 1 5

∧

U

2

0

1

1

1

9

7

7

8

4

6

2

2

7

4

11

0

0

0

1

2

0

5

2

0

∧

U

9

q
-1

4
-

2

ハ
V

1

2

1

4

1

1

3

7

62

l

■
2

3

1

3

1

0

5

′

0

3

4

9

1

3

2

5

3

0

0

4

6

4

0

1

4
一

5

1

3

2

0

3

5

9

2

9

1

2

人

U

5

0

1

5

3

1
-
A
V

A
V

8

1

6

2

1

0

3

7

1

1

1

2

1

9

ワ
■

7

2

5

7

0

1

3

3

2

1

1 7 7 5 5 1 3

9 0 20 2 6 2

1 4 1 06 1 01

3 2 0 4 4

0 3 1 2

0 1 1

1 0 1

0 1 1

0 1 1

0 0 0

0 1 4

3 9 0 2 4 0 1 37

0 - 5

- 1 0

- 1 5
自

- 2 0

己
- 2 5

評
- 3b

価
-

3 5

板 -

4 0

- 4 5

-

5 0

50 一
( 百 万円)

稔計 285

た

調
査
は
､

一

地

点
十
五

サ
ン

プ

ル
､

四

日
地

点
の

計
六

千
サ

ン

プ

ル

が

抽
出
さ

れ
て

い

る
｡

従
っ

て
､

同
一

地

点
の

抽
出
･

回

収
サ
ン

プ

ル

の
､

土
地

に

関
す
る

単
位
面
積
あ

た

り

自
己

評
価
額
は
､

土

地

が

同

質
で

あ
る

限
り
､

土

地

保
有
者
の

余
剰
(

∽

実
見

宏
)

分
を

除
け
ば

差
は

な
い

筈
で

あ

る
｡

し

か

し

原
デ
ー

タ

を

見
る

と
､

明
き

ら
か

に

統
計
的
に

異
常
値
と

み

な
さ

れ

る

も

の

も

含
ま

れ
て

い

る
｡

そ

こ

で
､

先
ず
異
常
値
処
理
を

し
､

次
に

余
剰
分
の

平
準
化
の

た

め

各
サ

ン

プ

ル

の

平
均
値
を

と
っ

て

各
地

点

の

単
位
面
積
あ
た

り

修
正

白
己

評
価
額
と
し

た
｡

異
常
値
処
理

を
し

て

平
均
を

と

る

方
法
と

し

て

3

げ

検
定
を

し
て

算
術

平
均
を

と

る

方
法
と
､

メ

デ
ィ

ア

ン

値
を

平
均
と

す
る

方
法
が

あ

る
が
､

両
者
の

比

較
を

す
る
た

め
､

国
土

庁
｢

地

価
公
示
+

と

抽
出
地

点
が
一

致

す
る

八
十
四

地

点
に

関
し
て
､

南
平
均
僅
と
､

同
調
査
の

公

示
価
椅
と
の

関
係
を

調
べ

た
｡

関
係
を

調
べ

る

に

は
､

次
の

様
な

回

帰
式
を
た

て

係
数

推
定
を

行
な
っ

た
｡

ヌ
～

=
良

㌔
㌔
さ

丁

…

…
･

-

)

こ

こ

で

指
‥

修
正

白
己

評
価
額
(

異
常
値
処
理

済
平
均
値
､

単
位
面
積

あ
た

り
)

%
‥

公
示

価
椿
(

単
位
面
積
あ

た

り
)

(

乏
)

址

‥

撹
乱
項
､

ヅ
係
数

係
数
推
定
の

結
果
は

次
の

通
り
｡

ケ
ー

み

1

(

指
が

各
地

点
の

サ
ン

プ

ル

の

自
己

評
価

猟
の

算
術
平
均

の

場
合
)

7 7 J



一 橋論叢 第八 十 一 巻 弟六 甘 ( 12 0)

歳計
百万 円)

2 3 4

2 9 9

3 3 0

1 2 2

1 05

1 4 2

3 8

51

5

4

6 2

1 3 92

表 2 - 2 相 関表 (住宅)

修 正 自 己･評 価 額

- 8 -
+

1 0 - 12 - 14 -

1 6 十 18 - 2 0 20 -

0 - 2 - 4

2 8

2 6

41

1 9

1 2

21

4

9

1

1

1 6

1 7 8

1

1

1

1

0

0

1

0

0

2

0

3

1

0

1

0

1

0

1

A
T

31

1

3

1

0

1

2

3

ク
ー

〇

〇

〇

31

2

3

2

3

1

4

1

1

0

0

4

12

4

4

7

3

1

6

1

A
-

3

0

7

04

3

5

ワ
ー

4

5

4

6

5

1

1

0

1

1

1

6

2

3

8

5

8

7

8

2

0

1

9

3

2

2

2

2

1

41

3 5

- 1

96

4 2

4 1

3 3

1 0

1 3

0

0

4

5A-3

8 7

2 1

06

3 5

1 3

2 5

4

2

0

0

7

1

1

1

4 0

ぎ

㌔
㌔
=
叫

声

空
一

言
＋
〇
.

結
斗

訂

㌔
巾

(

N
.

謡
い

)

知
切

u
O

ゝ
N

ケ
ー

ス

2

(

恥
が

各
地

点
の

サ
ン

プ
ル

の

メ

デ
ィ

ア

ン

債
の

場
合
)

ぎ

㌔
～

=

ぎ
00
.

志
-

＋
〇
一

会
〓
声

㌔
～

(

リ
00

N

∞

)

知
岨

‖
〇
.

牟
N

(

)

内
は

f

債

こ

の

結
果
を

見
る

と

両

者
に

大
差
な

い

こ

と

が

分
か
る
｡

そ
こ

で
､

取

を

各
地

点
の

サ
ン

プ

ル

の

算
術
平
均
値
(

3

″

検
定

哲
と

す
る

こ

と

と

し
､

各
サ
ン

プ

ル

に

つ

い

て

吼
に

土

地

面

積
を

乗
じ
て

修
正

自
己

評
価
額

を

出
し

た
｡

住
宅
に

つ

い

て

も

同
様
に
､

余

剰
分
の

平
準
化
が

必

要
と

な

る
が
､

同

質
性
を

仮
定
す
る

に

は

地

点
カ

テ
ゴ

リ
ー

の

み

で

は

不
可

能
で

あ

り
､

建

築
構
造
､

建
築
年
数
､

用

途
な

ど

多
次
元
カ

テ
ゴ

リ

ー

で

同

質
性
を

仮
定

す
る

必

要
が

あ

る
｡

そ
こ

で

建
築
構
造
､

用
途
の

各
カ

テ
ゴ

リ

ー

で

次
の

様
な

回

帰
式
を

た

て

係
数
推
定
を

行
な
っ

た

後
､

内
生

変
数
を

代
入

し
て

得
た

推
定

値
に

保

有
面
積
を

乗
じ

た

値
を

修
正

自
己

評
価
額
と

し
た
｡

7 乃

6 9

42

3 8

9

3

9

0

1

0

0

1

0 - 2

- 4

- 6
自

- 8
己

- 1 0

評
- 12

価
- 14

額 - 16

- 1 8

- 2 0

20 -

( 百 万円)

稔計 172

一

㌔
訂

=
持
一

㌔

㌔
守

b
巾

-

e
l

三

…
･

N
)

｡

｡

で

器
純

絹
鯛

雛

謂
郎
附

慧
た

り
)

∂
‥

増
改
築
ダ
､
､

､

-

(

有
=
1
･

無
=
2
)

咋

席

わ

一

博

曲
町
･

一も
ー
ー

t

ヰ
′

-

,H



村

i
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血
I
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･

す

一

叫

丁､苛

( 1 2 1) 研 究 ノ‾
- ト

ー
‥

建
築
年
数

伽

‥

擾
乱
項

α

･

β
･

-
‥

係
数

β
r

惚

式
に

お
い

て

‰
は

建
築
時
点
の

価
値
で

あ

り
､

訂

は

増
改
築
に

よ

る

価
値
上

昇
率
､

∈
は

減
価
率
､

%

は
一

プ

ラ
ス

余
剰
率
を

示

す
｡

仏

式
の

係
数
推
定
結
果
は

次
の

通
り

で

あ

る
｡

軸
木
造
住
居
専
用

住
宅
(

デ
ー

タ

数

ニ
ー

N

山
)

訂

㌔
声

=

-
-
一

苫
¢

＋
-
.

∞

設

ぎ
勺
○

計

＋
○
●

-

○

00

ぎ
む

-
〇
･

〇
N

ご

(
加
.

笥
○

(
-
●

ヨ
○
)

(

-
-

い
･

笥
小

)

知
u

=
〇
.

N

-

仰
木
造
店
舗
併
用
住
宅
(

デ
ー

タ

数

こ
ヨ
)

ぎ

㌔
訂

=
-
〇
.

〇

N

N

＋
N
.

皆
〓
声
一

㌔
訂

＋
〇
.

-

ご

ぎ
む

-
○
●

○

-

○

叶

(

ひ
.

苫
○

(

〇
･

筈
凸

(

-
N
･

怠
β

知
岨

tl
〇
.

-

-

M
鉄
筋
コ

ン

ク

リ
ー

ト

住
宅
(

専
用
及

び

併
用
､

デ
ー

タ

数
･

竺
)

ぎ
■㌔
計

=

-
〇
.

合
ぃ

＋
〇
.

窒

巴
さ
一

㌔
さ

＋
〇
.

窒
巴
さ

む

1
〇
一

缶
○

恥

(

N
.

〇

〇

〇
)

(

○
,

00

コ
)

(

-
-
･

諾
ぃ

)

知
柑

=
〇
.

-

い

(

)

内
は
f

催

い

ず
れ
の

推
定
式
に

お
い

て

も

決
定
係
数
が

低
い

が
､

木
造
住
居
専
用

住
宅
の

場
合
､

サ

ン

プ
ル

数
が

ー

ー

N

u

と

多
い

こ

と
､

鉄
筋
コ

ン

ク

リ
ー

ト

住
宅
の

場
合
､

内
装
コ

ス

ト

に

か

な

り

差
が

あ
ス

ご
)

と

に

起
因
し

て

い

る

と

思
わ

れ
る
｡

ま
た

増
改
築
ダ
､

､

､

-

が
､

い

ず
れ

の

推
定
式
に

お
■い
て

も

有
意
に

き
い

て

い

な
い

が
､

こ

れ

ほ

住
宅
保
有
者
が

増
改
築
を

保
有
住
宅

の

価
値
を

あ

げ

る

要
素
と

考
え

て

い

な
い

と
い

う
こ

と
で

あ

ろ

う
｡

次
に

土
地
･

住
宅
の

自
己
評
価
額
と

修
正

日
己
評
価
額
の

相
関
度
を

見
る

た

め

相
関
表
を

表
二

1
⊥
､

表
二

-
二

に

示
す
｡

こ

れ

ら

を

見
る

と

表
二

1
一

に

お

け

る

頼
関
虔
は

か

な

り

高
い

と

言
え

る

が
､

表
二

1
二

に

お

い

て

は
､

自
己
評
価
額
の

低
い

階
層
の

サ
ン

プ

ル

で

修
正

自
己

評
価
額
の

高
い

階
層
に

位
置
し
て

い

る

も

の

が

か

な

り

あ

り
､

必

ず
し

も

相
関

度
が

高
い

と
は

言
え

な
い

｡

こ

れ
が

自
己
評
価
額
の

下
方

バ

イ
ア

ス

に

よ

る

も
の

か
､

修
正

自
己

評
価
額
の

上

方
バ

イ
ア

ス

に

よ

る

表 2 - 3 自己評価額 と修正自 己評価額 の 分布 の 轟 離虔

( ジ ニ 係数) ( 会せ帯)

土 地 l 稔 資■ 産住 宅

0 .7 5 8 5 1 0 .6 1 4 20 .6 3 7 9
ア

自 己 評 価 額

0 .8 2 9 5 1 0
.
6 4 8 00 .6 9 98

チ

修 正 自 己評 価額

5 .5 %9 .7 % 1 9 .4 %( アー ア)/ F
帝 離 虔

絶賛盛 = ( 住宅資産) ＋ ( 土地資産) 十( 金融資産)

も
の

か

は

定
か

で

な
い
｡

次
に
､

白
己
評
価
額
の

分

布
と

修
正

日
己
評
価
鶴

の

分
布
の

差
を

調
べ

る

た

め

に
､

住
宅
資
産
･

土
地

資
産
･

稔
資
産
の

項
目
別

に

ジ

ニ

係
数
を

計
算
し

て

み

る

と

表
二

-
三

の

様
に

な

る
｡

車
離
度
を

見
る

と
､

い

ず
れ

も

十
パ

ー

セ

ン

ト

以

内
の

範
囲
内
に

ぁ

さ

ま
っ

て

い

る

こ

と

が

分
か

る
｡

(

2
)

こ

こ

で

携
乱

項

は

各
地

点
間

の

余

剰

分
の

較
差
と

み

な

さ

れ
る
｡
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一 橋論叢 第八 十 一 巻 第不号 ( 1 22)

(

3
)

建
設
省
｢

建
築
着
工

統
計
+

よ

り
｡

第
三

手

動
労
者
世
帯
に

お

け

る

富
の

分
配
の

不

平
等
度
と

そ
の

要
因
分

析

前
章
ま

で

の

デ
ー

タ
チ

ェ

ッ

ク

と

修
正
の

結
果
､

職
業
別
､

年

齢
別
な

ど

の

小

さ
い

カ

テ
ゴ

リ

ー

で

不

平
等
皮
を

計
算
し

た

場
合
､

あ

る

笹
皮
膚

薪
度
が

落
ち
る

危
険
が

あ

る

も
の

の
､

全
世
帯
と

い

っ

た

大
き

な
カ

テ
ゴ

リ
ー

で

ほ
､

自
己
評
価

額
の

誤
差
で

あ
る
1 0

%

程
度
の

誤
差
を

考
慮
す
れ

ば

良
い

と

言
え

る

で

あ

ろ

う
｡

表 3 - 1 資産別 ジ ニ 係 数

住 宅 土 地 金 融資産 総 資 産

0
.7 0 4 5 0 .75 3 0 0 .6 6 1 0 0 .6 1 4 2

(0 ･4 4 3 2) ( 0 ･4 4 13) (0 .5 61 0) ( 0 .5 8 3 2)

( 注) ( ) 内の 数字は , 各資産の 保有世帯の み の 伍を 示す.

以
上
の

誤
差
の

他
に
､

富
の

構
成
要
素
で

あ

り

な

が

ら

調
査

項
目
か

ら

落
ち

て

い

る

も
の
､

例
え

ば
､

貴
地
･

山
林
･

事
業
用
土

地

建
物
な

ど

が

あ

る
こ

と
に

よ

る

誤
差
が

あ

る
が
､

そ

れ

ら

を

多
く

所
有
し

て

い

る

貴
家
世
帯
､

自
営
業

主
な

ど
の
一

般
世
帯
を

分

析
対

象
か

ら

除
き
､

勤
労
者
世
帯
に

分
析
対

象
を

し

ぼ
る

こ

と

に

よ

っ

て

誤
差
を
小

さ

く

し

た
｡

住
宅
資
産
､

土

地

資
産
､

金
融
資
産
の

和
で

あ
る

総
資
産
を

｢

富
+

と

し
て
､

勤
労
者
世
帯

に

閲
し

不

平
等
度
を

計
算
し
た

結
果
を

表
三

-

一

に

示
し

た

が
､

こ

の

結
果
に

よ

る

と

住
宅
資

産
と
土

地

資
産
に

つ

い

て
､

非
保
有
世
帯
を

除

い

た

場
合
と

除
か

な
い

易
合
の

不
平
等

魔
の

違

い

が

非

常
に

大
き

な

も
の

と

な
っ

て

い

る
｡

こ

表 3
-

2 累積資産保有 比率

捻 資 産金融資産住 宅土 地
資

累積度 数

卜

▲

伸

ト

【

.

滋

最 上 位 か ら 1 % 1 2 ･3( % ) 9 ･3 ( % ) 5 ･1 ( % ) 1 0 ･1( % )

最上 位 か ら 5 % 3 5 ,4( % ) 2 (i ･7( % ) 1 5 .5 ( % ) 2 9 ･3 ( % )

最上 位 か ら1 0 % 5 2 .9( % ) 3 9 .8( % ) 3 4 .5 ( % ) 45 ･5 ( % )

借 5 5 0( 万 円) 3 0 3( 万 円) 1 5 9 ( 万 円) 1 0 23 ( 万 円)均平

れ

は
こ

れ

ら
の

資
産
に

つ

い

椚

て

非
保
有
世
帯
数
が

多
い

こ

と
に

起
因
す
る

と

思
わ

れ

る
｡

ま

た

絶
賛
産
の

分
配
の

不

平

等
度
が

各
資
産
の

分

配
の

不

平
等
度
よ

り

小

さ
い

点
も

注

目
さ

れ

る

が
､

こ

れ

は
､

各

資
産
の

保
有
形
態
が

独
立
で

な

く
､

住
宅
､

土

地

資
産
の

増
加
が

金
融
資
産
の

減
少
に

つ

な

が

る

と
い

っ

た

関
係
が

あ

る

た

め

と
､

不

平
等
虔
の

尺
度
で

あ

る
ジ

ニ

係
数
算
出

の

段
階
で
､

金
融
資
産
･

稔

資
産
の

負
の

倍
を
ゼ

ロ

と

し

て

処
理

し
て

い

る

た

め

と

み

ら

れ

る
｡

金
融
資
産
の

分
配
(

4
)

の

不

平
等
度
が
､

他
の

研
究

の

結
果
に

比
べ

大
き
い

点
も

注
目
さ

れ

る

が
､

前
述
の
､

低
い

金

融
資
産

階
層
に

相
対

的
に

多
く

保
有
さ

れ

て

い

る

生

命
保
険
･

年
金
が

加
え

ら

れ

て

い

な
い

こ

と
の

影
響
が

大
き
い

と

思
わ

れ

る
｡

そ

れ
で

ほ

富
の

分
配
の

不

平
等
を

も
た

ら
し

て

い

る

要
因
は

何
で

あ

ろ

ぅ
か
｡

ま

ず
富
･

冶
資
産
の

構
成
要

素
別
に

不
平
等
へ

の

寄
与
度
を

調
べ

て

み

ょ
ゝ

}
｡
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勧

ぺ

一

丁

･

一

t

+

叫

噂

稔

資
産
の

保
有
階
層
別
に
､

最
大
保
有
者
か

ら

累
積
度
数
比

率
一

パ

ー

セ

ン

ト
､

五
パ

ー

セ

ン

ト
､

十
パ

ー

セ

ン

ト
ま

で

の

累
積
資
産
保

有
額
の

比

率
を

調
べ

た

結
果
を

表
三

-
二

に

示

し

た
が
､

こ

れ

を

見
る

と
､

各
資

産
の

う
ち

絵
姿

産
に

占
め
る

シ

ェ

ア

ー

の
一

番
大
き
い

も
の

は

土
地

で

あ

り
､

十
パ

ー

セ

ン

ト

ま
で

の

累
積
保
有
額
の
一

番
大
き

い

も
の

も

土
地
で

あ

る
こ

と

が

分
か

る
｡

富
･

絶
賛
産
の

分

配
の

不

平
等
度
へ

の

土
地
の

寄

与
度
ほ

大
き
い

と

み

ら
れ

る

が
､

具
体

的
な

寄
与
度
は
､

分
解
可
能
な

尺

度
の

分
解
に

よ

ら

な

け
れ

ば

な

ら

な
い
｡

次
に

本
源
的
要
因
を

探
っ

て

み

ょ

う
｡

( 1 2 3) 研 究 ノ‾
- ト

表 丑 - 3 年齢別 絶賛産分配 ･ 所得 分配不平等虔

( ジ ニ 係数)

所 得 l デ ー タ 数捻資産(富)年 齢 階層

- 3 0
0

.7 6 47

( 0 .7 3 35)
0

.
3 1 4 5 3 4 2

3 0 - 4 0
0 .6 5 3 1

( 0 .6 2 6 3)
0 .2 5 5 1 5 7 2

4 0 - 5 0
0 .5 8 5 0

( 0 .5 5 8 0)
0 .2 8 8 1 4 6 2

5 0 - 6 0
0 .5 1 1 2

(0 .4 9 8 8)
0 .3 41 6 2 4 2

6 0 -

0 .5 8 7 5

(0 .5 6 8 2)
0
.3 7 19 6 7

稔平均
0
.
6 4 8 0

( 0 .6 2 1 2)
0 .3 13 4 1 6 8 5

世
帯
間
の

富
の

分
配
の

不
平
等
を

も
た

ら

す
要
因
と

し
て

次
の

様
な

も

の

が

あ

げ

ら

れ

る
｡

伽
ス

ト
ッ

ク
.
で

あ
る

首
の

直
接
の

源
泉
で

あ

る

貯
蓄
フ

ロ

ー

の

違
い

惚

貯
蓄
フ

ロ

ー

の

累
積
期
間
の

違
い

㈲

相
続
遺
産
の

レ

ベ

ル

の

違
い

山
の

貯
蓄
フ

ロ

ー

の

遠
い

は
､

さ

ら
に

個
々

の

世
帯
の

所
得
レ

ベ

ル

と

貯
蓄
性
向
の

違
い

に

よ
っ

て

決
定
さ
れ

る
｡

貯
蓄
関
数
が

非
線
型
で
､

所

得
の

増
加
に

つ

れ

て

貯
蓄
性
向
が

上

昇
す
る

場
合
､

所

得
分
布
の

不

平
等

が

増

幅
さ
れ

た

形
で

富
の

分
配
の

不

平
等
が

も

た

ら

さ

れ

る

と

も

考
え

ら

較
椚
が
､

現
実
に

は
､

各
世
帯
の

所
得
の

分
布
型
が

多
時
点
に

わ

た
っ

て

一

定
で

あ

る
こ

と
は

な
い

た

め

確
か

な
こ

と
は

言
え
な

い
｡

皿

の

貯
蓄
フ

ロ

ー

の

累
積
期
間
の

速
い

が

富
の

分
配
に

及
ぼ

す
影
響
は

自
明
の

こ

と
で

あ

ろ

う
｡

他
の

要
因
の

影
響
を

調
べ

る

場
合
､

世

帯
主
の

年
齢
別
に

サ
ン

プ
ル

を

区

分
け

す
れ

ば
､

こ

の

影
響
を
か

な
り

消
去
す
る

こ

と

が

で

き

よ

う
｡

.

㈲
の

相
続
遺
産
の

レ

ベ

ル

の

違
い

が

富
の

分
配
に

及
ぼ

す
影
響
は

か

な

り

大
き

い

と

考
え

ら

れ
､

富
の

分
配
の

平
等
化
の

た

め

相
続
税
が

賦
課
さ

れ
て

い

る

の

は

周
知
の

こ

と

で

あ

る
｡

し

か

し
､

相
続
通
産
に

関
す
る

調

査
項
目
は

本
調
査
に

な
い

た

め
､

相
続
遺
産
の

富
の

分
配
に

及
ぼ

す
影
響

に

関
す
る

直
接
的
な

分
析
は

行
な
わ

な
か
っ

た
｡

以

上
の

影
響
要
因
を

調
べ

る
た

め
､

と

り

あ

え

ず
必
の

貯
蓄
フ

ロ

ー

の

累
積
期
間
の

違
い

に

よ

る

影
響
を

消
去
し

て

他
の

要
因
の

富
の

分
配
に

及

ぼ

す
影
響
を

調
べ

る
こ

と

と

し
て
､

年
齢
別
カ

テ
ゴ

リ

ー

で

稔
資
産
と

所

得
の

分
配
の

不
平
等
度
を

調
ぺ

た
｡
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一 棟静 養 第八十 一 巻 集六 号 (12 4)

表 等 一

4 投 資収益 ボ捨所得 に

占 め る 割合

剖捻 資 産 保 有 階 層

第 Ⅰ 分 位 ( 0 万 円 - ) 0 .5 %

第 Ⅱ 分位 ( 2 7 万 円- ) 0 .5 %

第 Ⅲ 分 位 (8 0 万 円 - ) 1
.3 %

第 Ⅳ 分 位 (1 4 9 万 円
-

) 2 .1 %

第 Ⅴ 分 位 ( 2 9 0 万 円- ) 2 .0 %

第 Ⅵ 分 位 ( 4 8 5 万 円- ) 2 .6 %

第 Ⅶ 分 位 ( 7 3 9 万 円- ) 1 .4 %

第 Ⅷ 分 位( 1 1 7 1 万 円- ) 3 .4 %

第 Ⅸ 分 位 ( 15 6 8 万 円 - ) 3 .7 %

第 Ⅹ 分 位( 2 6 6 2 万 円- ) 7 .8 %

こ

の

調
査
で

は

消
費
支
出
が

調
査
さ

れ
て

い

な
い

た

め
､

所
得
マ

イ

ナ

ス

消
費
と

し
て

定
義
さ

れ

る

広
義
の

貯
蓄
フ

ロ
(

化
の

デ
ー

タ

は

得
ら

れ

な

い
｡

そ
こ

で

貯
蓄
の

源
泉
で

あ

る

所
得
で

代
替
し
て
､

そ

の

分
配
の

不

平

等
度
と

富
の

分
配
の

不
平
等

度
と
の

関
係
を

調
べ

た

も
の

で

あ
る
｡

結
果

は

表
三

-
三

に

示
さ

れ

る
｡

フ

ロ

ー

で

あ

る

所
得
の

分
配
に

関
し

て
一

時
点
の

み

を

調
べ

た

だ

け

で

あ

り
､

単
純
に

富
の

分
配
と
の

関
係
を

う
ん
ぬ

ん

出
来
な
い

の

は

勿
論
で

あ

る

が
､

日

本
の

勤
労
者
世

帯
の

場
合
､

終
身
雇
用
制
､

年
功
賃
金
制
で

あ

る

た

め
､

所
得
と

そ

の

分
布
型
が

他
の

世
帯
に

比
べ

安
定
的
で

あ

る
こ

ト
か

ら
､

他
の

世
帯
カ

テ
ゴ

リ
ー

に

対

す
る

分
析
よ

り

は

有
意
義
で

あ
る

と

言
え
よ

う
｡

こ

の

結
果
を

み

る

と
､

総

資
産
分
配
の

不

平
等
度
ほ
､

三

十
歳
未
満
の

翳
年
眉
世
帯
と
六

十
歳
以
上
の

老
年
層
せ
帯
に

お
い

て

高
く
､

五

十
歳
以

上
六

十
歳

未
満
の

階
層
ま

で

は

平
等
化
傾
向
が

凍

る

こ

と

が

注
目
さ

れ

る
｡

耶

一

方
､

所
得
分
配
の

不
平
等
皮
は
､

三

十
歳
以

上
四

十
歳
未
満
の

年
齢
階

層
か

ら

上
の

年
齢
階
層
に

か

け

て

不

平
等
化
僚
向
が

み

ら

れ

る
｡

絶
賛
産
分
配
の

不
平
等

度
と

所
得
分
配
の

不
平

等
度
の

間
に

は
､

弱
年

層
世
帯
と

老
年
層
世
帯
を

除
く
と

負
の

相
関
関
係
が

見
ら

れ
る
｡

貯
蓄
性

向
の

違
い
､

通
産
相
統
の

有
無
な

ど
の

影
響
が

強
い

と

考
え

ら
れ

る

が
､

因
果
関
係
の

究
明
に

は
､

よ

り

多
く
の

情
報
と

よ

り

詳
細
な

分
析
が

必

要

で

あ

る
｡

最
後
に
､

富
の

分
配
の

不

平
等
が

資
産
収

益
の

不

平
等
を

も
た

ら

し
､

さ

ら
に

富
の

分
配
の

不
平

等
を

増
す

傾
向
ほ

な
い

で

あ

ろ

う
か
｡

こ

の

調
査
に

お
い

て

ほ
､

所
得
が

賃
金
所
得
､

ボ

ー

ナ

ス

所
得
､

営
業

所
得
､

内
職
･

家

賃
･

配
当
･

年
金
な

ど
の

所
得
の

四

項
目
に

分
類
さ

れ

て

調
査
さ

れ

て

い

る

た

め
､

捻
所
得
に

占
め

る
､

内
職
･

家

賃
･

配
当
･

年
金
等
の

所
得
の

割

合
を

稔
資
産
保
有
階
層
別
に

調
べ

た
｡

結
果
は

表
三

-
四
に

示
さ

れ

る
｡

こ

れ

を

見
る

と
､

稔
資
産
保
有
階
層
が

高
く

な

る
に

つ

れ

て
､

そ

れ

ら

の

所
得
の

稔
所
得
に

占
め

る

割
合
が

大
き

く
な

る

傾
向
が

見
ら

れ

る

が
､

第
十
分
位
で

も

七
･

八
パ

ー

セ

ン

ト

で

あ

り
､

内
職
､

年
金
七
い

っ

た

資

産
収
益
以
外
の

も
の

も

含
ま

れ

て

い

る
こ

と

を

考
慮
す
る

と
､

影
響
は

か

な

り

小

さ
い

と

考
え

ら
れ

卑
｡

(

4
)

溝
口

敏

行

｢

戦

後
日

本
の

所

得
分

析
と

資
産
分

析
+

経

済
研

究

二

十
五

巷
四

号
､

経

済
企

画

庁
･

所
得
分

配
に

関

す
る

研

究

会

｢

所

得
･

資
産
分

配
の

実
態

と

問
題
点
+

な

ど
に

お

い

て
､

貯
蓄

動
向

調

査
を

用
い

た

分
析
結

果
が

示

さ

れ
て

い

る
｡

畔

せ

れ

l

_
-

畑

寸
-

▲
丁

+

{
.

■

山
-

エ
フ



叫

i
T

･
考

】
T

･

】

中

一

叫
.

甘
)

こ

の

点

は

∽
t

嘗
{

N

:

営
s

注
ぎ
t
i

｡
n

O
{

Ⅰ

ロ

8
ヨ
0

冒
む

弓
e

巴
t

F

p

m
O
口

内

Ⅰ

ロ

已
く

E
仁

已
㌔

的
星

空
き

蚤
訂
き

一

課
や

に

詳
し

ヽ

○

ヽ
∨

(

6
)

実
物
貯
蓄
と

狭
義
の

貯
蓄
で
.
あ
る

金

融
貯
蓄
の

和

で

あ
る
｡

ま
L

こ

め

以
上
､

我

国
勤
労
者
世
帯
の

富
の

分
配
に

つ

い

て
､

東
大
社
会
学
研

究

宝
が

行
な
っ

た

標
本
調
査
を

も

と

に

分
析
を

行
な
っ

て

き

た
が
､

綜
果
を

要
約
す

れ

ば
､

山

資
産
項
目
別
カ

テ
ゴ

リ

ー

で

は
､

土
地
の

不
平
等
虔
が

高
い
｡

惚

年
齢
別
カ

テ
ゴ

リ

ー

で

は

弱
年
層
世
帯
､

お

よ

び

老
年
層
世
帯

の

不

平
等
度
が

高
い

と
い

う
二

点
が

重

要
な

点
と
し

て

あ

げ

ら

れ

る
｡

(

千

葉
産

済
短

大

専
任

講
師
)

( 12 5) 研 究 ノ ー ト
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